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表紙について

　この特集は「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会」にむけ
て編集部が2年近く前から企画したものです。選手の練習の負担にならな
いようかなり早くから執筆依頼をし、そしてこの号の発刊に至たりました。
ところが COVID-19の世界的流行を受けて大会はなんと開催延期！この未
曾有の事態を受け入れ、強い気持ちで困難に立ち向かおうとする選手の皆
さまに、最大のエールを送りたいと思います。表紙の写真は、特集号でご
執筆いただいた方それぞれの競技中の躍動感あふれる貴重なひとコマです。
これを機にパラリンピック競技に注目していただき、練習などで忙しい中、
この特集に原稿と写真を執筆くださった選手の方々に熱い応援を是非とも
お願い致します

ジャーナル編集部員　塚越 千尋
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　2020年の上半期、新型コロナ感染症により、世界中の人々の生活様式は瞬く間に変容した。
パンデミック（世界的大流行）により、東京パラリンピックも延期となった。オリンピック憲章の

「平和でより良い世界の構築」を世界中の人々が再び共有し、「コロナを克服する」大きなレガシー
（遺産）となる大会が日本で開催できることを願っている。
　実は、このパラリンピック東京大会の出場権を勝ち取った若者が同じ職場で働いている。彼は電
動車椅子を操作し、同じフロアで職員と共に並んで食事をする。週に数回のコンディショニングを
PT，OT と行い、ケアスタッフと自主練習に励む。また、事務職を習い、職業人として成長しながら、

『ボッチャ』という競技の広報誌を創り、内外へ競技大会での戦績を発信してくれている。
　彼は、幼い頃から当センターを利用し、医療とセラピーを経験しながら、『ボッチャ』というス
ポーツと巡り合い、彼の中に、そもそも存在していた固有の遺伝子が覚醒し、その潜在能力を解き
放った。その彼を職員として迎え入れ、競技生活と仕事をすることを通して沸き起こる様々な喜怒
哀楽を職場の同僚として、身近にあってリアルに追体験することの価値もまた大きい。彼の変化と成
長のプロセスには、みんながわくわくして、元気と感動をもらっている。もはや、電動車椅子さえ、
彼自身の一部と化し、彼そのもののクオリティ・オブ・ライフを輝かせている。自らの心と身体に、
ただ日々ひたむきに向き合い、「一生懸命」を楽しみ、生きることの「質」を問いかけてくれている。
　スポーツには、医療、芸術、コミュニケーション、教育の4つの要素があると、スポーツ心理学
から学んだ。医療は人の元気を作り出し、芸術は心を揺さぶり、仲間とのコミュニケーションを育
み、教育は人の成長を助ける。よくよく考えてみると、スポーツもそうであるように、人は成長と
発達の過程で、「活動と参加」の体験を通して、「元気」、「感動」、「仲間」、「成長」を生み出すこ
とができる潜在能力と可能性をもっている。
　しかし、我が国の現状では、「活動と参加」が真逆の結果をもたらすことが多いのではないだろう
か。そして、その結果が、人の心身の不調や対立を引き起こす誘因になっているのではないだろうか。
　だとしたら、「活動と参加」の「質」を「元気」「感動」「仲間」「成長」にギアチェンジして、
一人ひとりのクオリティ・オブ・ライフ『人生の質』に意識の変容（トランスフォーメーション）を
起こすこと、人を潜在能力と可能性のある変化する存在として見通すこと、その変容のプロセスそ
のものをもたらす、「活動と参加」の在りように大きな価値がある。どのような「活動と参加」に
チャレンジするか、どのような心の状態でやるのか、成長と可能性をもって変容していくプロセスが
重要であり、だれしもそうなることができると、スタンフォード大学スティーブン・マーフィー重松
教授は彼の「リーダーシップ論」で語っている。
　「自分が自分のリーダーになる」、「自分育ての達人となる」という、リーダーシップを意識する
ことが、未来の扉を開く鍵となりそうだ。私たち一人ひとりは、リーダーになる能力があるし、そ
れを自覚し、「自分の意志で行動」し、「最良の行動を取る責任」があり、自分を変えることがで
きる。そして、「自分が今、何をなすべきか」を決定し、その決断をチーム全体でシェアし、最終
判断を決めるプロセスを経て、最善への道に向かって、チーム一体となって進んでいくことができ
る。自分へのリーダーシップを発揮する、尊重する生き方や働き方は、個人を成長させ、また相互
に関連するチーム全体を進化させる。進化には、自分の中に未知なるものが大いにある、という謙
虚さと、未知なる未来へ挑む勇気が極めて重要になる。
　自分をマネジメントできているか、全体性を感じて行動しているか、個人と全体を見通し、新た
な生活様式を創り、東京パラリンピック、そして大阪万博を迎えられるか。八百万の神をもつ多様
性を受け入れる土壌と「和を以って貴し」とする国民性が進化したモデルを世界に発信すること
ができるのではないか。

変容：トランスフォーメーションへのリーダーシップ

辻　　薫
（一社）大阪府作業療法士　理事 
大阪発達総合療育センター
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